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論 文 内 容 の 要 旨 
半単純ではない自己入射多元環の安定次元とはその多元環の安定圏の（Rouquier が定義した意味
での）三角圏としての次元のことと定義する。よって、自己入射多元環の安定次元は安定圏の間の三
角同値のもとで不変量となっている。特に道来同値のもとでの不変量にもなっていることに注意しよ
う（Rickard もしくは Keller-Vossieck の結果による）。 
Rouquier は自己入射多元環についてその安定次元がその（Auslander が定義した）表現次元の下限
を与えることを示し、その結果として表現次元が３よりも真に大きい多元環の例を与えることに成功
した。Rouquier がその例を与えるまで、表現次元は本当に３より大きくなりうるのかはよく分かっ
ていなかった。Auslander は、表現次元が無限表現型の多元環が有限表現型よりどれだけ乖離してい
るかを測る良い指標になるのではないかと考えていたが、Rouquier が与えた例は Auslander の目論
見を確証させた。それゆえ、申請者はその下限を与える（自己入射多元環の）安定次元について表現
論の観点から考察しようと考えた。 
定義よりただちに有限表現型自己入射多元環の安定次元はゼロになることがわかる。それではその
逆が成り立つであろうかという自然な疑問が浮かび上がる。すなわち自己入射多元環の安定次元がゼ
ロならば、それは有限表現型であろうかということである。申請者はこれが成り立つことを示した。
この事実は、多くの専門家が成り立つであろうと信じてはいたが、これまで証明は与えられていなか
ったものである。その応用として導来圏の三角圏としての次元（これを導来次元と呼ぶ）がゼロの多
元環と安定次元がゼロの自己入射多元環の間には密接な関係があることも示した。 
また、その帰着として表現次元が３である自己入射多元環の安定次元は１となることがわかる。そ
れゆえ、表現次元の予想と関連のある新たな予想を立てた。すなわち、自己入射多元環が tame 表現
型であればその安定次元は高々１であろうか、ということである。この予想を完全に解くことを今後
の目標としたい（いくつかの肯定的結果はすでに知られている）。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
多元環の表現論における最も重要な homological invariant は多元環の大域次元で，それはその環
がどれだけ半単純性から乖離しているかを計る目安であるが，幾らでも大きくなりうる。一方，多元
環は tame 型か wild 型かのどちらか一方であり，Auslander は表現次元という概念を導入し，artin
多元環が tame 型の特別な場合である有限型になる必要十分条件は，その表現次元が２以下であるこ
とを示した。更に，最近になって，Rouquier が三角圏次元なる不変量を提唱しその重要性が認めら
れつつある。中でも自己入射多元環については，その安定次元が三角圏次元となるが，これは大域次
元，表現次元に密接に関係し，特に有限型の場合は安定次元は零となる。吉脇はその逆が成立するこ
とを証明し安定次元の有用さを示した。この結果は，Nagoya Mathematical Journal に掲載が決定し
ており，それを核とした当論文には，問題の背景も詳述され，今後の展望も示してある。 
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